
                     授業計画書（ＡＬ課題学習）       資料 1 
教科名(科目名) 理科（化学） 単位数 ４ 

対象クラス ２年生理系 教科担当者  

単 元 名 酸化還元反応 実施日時   

単元目標 

(学習指導要領) 

電池は酸化還元反応により化学エネルギーを電気エネルギーに変換して取り出

す仕組みであることを理解させる。 

１ 単元におけるＡＬ課題のねらい（本校の「めざす生徒像」から選択） 

 
☑自己表現力（ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力） ☐課題発見力（主体的な行動力） ☑自ら考える力 
 
☑ 知識・技能（情報処理能力・得点力） ☐意欲（自ら学ぶ態度）  ☐精神的なたくましさ 
 
☐リーダー性 ☐社会貢献（学びを活用する力） ☐その他（             ） 

２ 単元到達目標 

①関心・意欲・態度 
②理科的な見方･考え方 
（思考･判断･表現） 

③理科的な技能 
（観察･実験の技能） 

④知識・理解 

 酸化還元反応の実

験に意欲をもって取

り組むことが出来る。 

電池と電気分解を

電子の授受と関連付

けて考えることがで

きる。 

電池という装置を組

み立てることができ、

適切な測定を行うこと

が出来る。 

 流れた電気の量と

物質量との量的関係

を考えることができ

る。 

３ 指導計画 

化学反応とエネルギー 

(1) 化学反応と熱・光   4時間 

(2) 電池         4時間 (本時は2/4時間) 

(3) 電気分解       3時間 

４ 本時の目標（ルーブリックにおける評価の観点・ポイント） 

 酸化還元反応の実験Ⅰを、実験書どおりに

進めることが出来る。 

【観察・実験の技能】 

 酸化還元反応の実験Ⅱの結果を、実験Ⅰの結

果から考察して判断することができる。 

           【思考・判断・表現】 

ＡＬ課題の内容 指導方法・形態 

 今回用意した２つの実験のうち、実験Ⅰでは、化学基礎

で学習した金属の陽イオン化傾向を基に、異なる２つの金

属同士を用いた電池を作成し、その電位差を測定すること

を目的とする。ここでは、電圧計の操作法といった、簡単

な実験の技能を復習しつつ既習事項の確認を行う、いわゆ

る演繹法が主となる。 

また、実験Ⅱでは、実験Ⅰでの結果を基に、教科書等に

は書かれていない３種類の未知の金属の測定を行い、金属

の陽イオン化列に組み込んでいくという帰納法が主とな

る実験を展開する。ここでは、どのような実験を行えば正

しい結果が出るのかを生徒自身が考え、実験を行うことと

なる。 

しかしながら、用意した５つの金属の内、亜鉛とアルミ

ニウムに関しては、教科書の内容とは逆の結果となる。こ

の事実に対して生徒がどのように捉えるかが、この実験の

最大の要点となる。教科書に書かれていることは必ず正し

いという今までの概念を打ち崩す実験を行うことで、生徒

が「考えざるを得ない状況」を作り出す。そこで生徒たち

がどのような疑問、考察や行動をするかを見ていきたい。 

 

実験は４～５人一組で行う。相

談も可能とし、効率よく実験を行

うよう指示する。 

 

実験プリントはできるだけ最低

限のことだけ記載し、あとは生徒

が必要な操作を考える。 

 

実験Ⅰの理由については、教員

側は答えを言わず、どうすればそ

の疑問が解決するのかを考えるよ

うに呼びかける。 



５ ＡＬ課題の評価基準（ルーブリック） 

段

階 
観点 ➀【観察・実験の技能】 

（発問・授業プリントの解答から評価） 

段

階 
観点 ➁【思考・判断・表現】 

（発問・授業プリントの解答から評価） 

 

３ 

 

与えられた５つの金属の陽イオン化傾

向の順が教科書とは違うことに気づき、理

論の通った考察を立てることができる。 
３ 

 与えられた３つの金属を、陽イオン化

列に正しく入れることが出来き、どのよ

うな金属であるのかを考察することがで

きる。 

 

２ 

 

 与えられた５つの金属を、陽イオン化傾

向の大きいものの順に並び替えることが

できる。 
２ 

 与えられた３つの金属を、陽イオン化

列に正しく入れることが出来る。 

 

１ 

 

 与えられた５つの金属の陽イオン化傾

向の順が教科書の通りとなったり、正しい

順ではなくなったりしてしまう。 
１ 

 与えられた３つの金属を、うまく陽イ

オン化列に入れることが出来ない。 

６ 準備・参考資料 

・実験プリント 

７ 指導過程 

過程 学習活動 指導上の留意点 

導 入 

(5 分) 

実験の簡単な説明と実験を行う上で 

の注意事項を聞く。 

 実験中は、何かが起こってもすぐに対 

処できるよう、起立したままで行うよう 

に指示する。実験プリントを見て、自分 

たちがどのような操作をすれば良いのか 

を考えさせる。 

展 開 

(35 分) 

実験Ⅰの結果を予想し、プリントに

書き込んだ後、実験書通りに実験を行

う。 

 

実験Ⅰの結果と既習事項とを照らし

合わせ、整合性が取れないことに気づ

く。 

 

なぜ教科書との結果と異なったのか

を考える。場合によってはもう一度実

験を行い、実験方法に過ちがないのか

を確認する。 

 

実験Ⅰの結果を踏まえた上、実験Ⅱ

の結果を予想し、プリントに書き込む。 

予想した後、実験Ⅱ行う。 

 こちらかの指示は基本的にせず、机間 

巡視を行う。いかに生徒自身が考えて行 

動するかがこの授業の要点となる。 

 

うまく装置が組み立てられない生徒に

対し、助言ができるよう机間巡視を行

う。 

まとめ 

(10 分) 

 実験Ⅰの結果を踏まえて考察し、グ

ループごとに発表する。 

 実験Ⅱの結果もグループごとに発表 

し、意見の共有を行う。 

実験Ⅰでの結果の差異が起こった理由

については、教員側から言うことはせず、

自分たちで考えさせるようにする。 

答えが大事ではなく、答えを追究する姿

勢が大切であることを伝える。 

 


